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【原 著】

　 MRIに よる腎癌におけるStagingお よび鑑別診断:

　　特にCTと の比較について(英 文)　　　　　　　　　　　　　　　　 西村　一男 ・ほか…1323

　 前立腺癌のMRI:In　 vivoお よびIn　 vitro　MRIと

　　病理標本の比較(英 文)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村　一男 ・ほか…1333

　 Flow　cytometryに よるBromodeoxyuridine(BrdU)/DNA同 時解析法の応用
　　 1,そ の基礎的 ・技術的検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島袋　智之…1339

　 Flow　cytometryに よるBromodeoxyuridine(Brdu)/DNA同 時解析法の応用
　　 2.制 癌剤感受性試験への応用のための基礎的研究　　　　　　　　　　　　　島袋　智之…1349

　 尿管結石による疹痛と血中白血球増多症(英 文)　 　　　　　　　　　　 豊田　　泰 ・ほか…1357

　 膀胱癌患者における細胞性免疫能の検討 ・

　　加齢と膀胱癌細胞T24に 対するリンパ球細胞障害性　　　　　　　　　　　　加藤　幹雄…1363

　 進行期尿路上皮癌に対するM-VAC(Methotrexate,　 Vinblastine,

　　 Adriamycinお よびCisplatin)療 法の経験　　　　　　　　　　　　 西尾　恭規 ・ほか…1371

　 根治的膀胱全摘除術を施行した膀胱癌症例における

　　予後因子の解析と術後補助化学療法の有効性の評価　　　　　　　　　 高士　宗久 ・ほか…1377

　 オキシブチニンの下部尿路機能に対する作用 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　西沢 　 理 ・ほか…1383

　 前立腺癌における腫瘍マーカー(前 立腺性酸性ホスファターゼ,

　　γ一セミノプロテイン,前 立腺特異抗原)の 検討　　　　　　　　　　　 秋元　　晋 ・ほか…1389

　 前立腺癌に対する術中照射術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児島　真一 ・ほか…1397

　 神経保存的前立腺全摘術の手術成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井　陽一 ・ほか…1403

　 経尿道的前立腺切除術の臨床的検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　中嶋　久雄 ・ほか…1411

【症 例】

　ペースメーカー装着尿路結石患者に対するESWLの 治療経験　　　　　　金澤　利直 ・ほか…1415

　 20歳女子にみられた腎細胞癌の1例 　　　　　　　　　　　　　　　　　長野　賢一 ・ほか…1421

　 腎結石を合併 した交叉性腎変位の1例 　　　　　　　　　　　　　　　　　岩崎　雅志 ・ほか…1425

　 分娩を契機に発症したと考えられる腎杯憩室破裂の1例

　　一経皮的腎保存療法の経験一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏目　　修 ・ほか…1431

　 異所性尿管瘤に伴い憩室様拡張を示した女児widc　 urethraの1例(英 文)…神波　照夫 ・ほか…1437

　 化学療法が著効を示 した膀胱小細胞癌の1例(英 文)　 　　　　　　　　 伊藤喜一郎 ・ほか…1443

　膀胱原発印環細胞癌の1例 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 妻谷　憲一 ・ほか…1449

　 男子幼児にみられた前部尿道憩室の1例 　　　　　　　　　　　　　　 上田　陽彦 ・ほか…1455

　Mayer-Rokitansky症 候群の1例 　　　　　　　　　　　　　　　　　 小川　　修 ・ほか…1461

　 Y染 色体の構造異常(ring　 Y)を 伴 った男性仮性半陰陽の1例 　　　　　　渡辺　秀輝 ・ほか…1469

　小脳転移を伴った睾丸Pure　 Chor三〇carcinomaの1例 　　　　　　　　 山本　直樹 ・ほか…1475

　精索平滑筋腫の1例 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 川島　清隆 ・ほか…1479

【治 験】

　癌化学療法後の白血球,穎 粒球減少症に対する

　　CSF-HU(colony-stimulating　 factor　human　 urine)の 臨床試験成績

　　一各種尿路性器癌における二重盲検試験一　　　　　　　　　　　　　　　新島　端夫 ・ほか…1483

　前立腺癌に対するEstracyteのPhase　 IV　Study　 　　　　　　　　　 大堀　　勉 ・ほか…1493

　尿路感染症における β一ラクタマーゼ産生菌の動向と

　　スルペラゾンの臨床的効果の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　川村　寿一 ・ほか…1503

　尿路感染症に対するCS-807の 臨床評価　　　　　　　　　　　　　　　中嶋　和喜 ・ほか…1515

　 ピリドンカルボン酸合成抗菌剤の前立腺組織移行について　　　　　安本　亮二 ・浅川　正純…1519
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購 読 要 項(1986年1月 改訂)

L発 行は毎月,年12回 とし,年 間購読者を会員とする.

2.会 員は年間予約購読料8,000円(送 料とも)を 前納する.払 込みは振替に限る.口 座番号 京都5-4772番

泌尿器科紀要編集部宛.

3.入 会は氏名,住 所を記入の うえ編集部宛,は がきにて申し込めば所定の用紙を送付します.

投 稿 規 定(1988年1月 改訂)

1.投 稿=連 名者 を含 め て会 員 に 限 る.

名 原 稿=泌 尿器 科 学 領 域 の全般 にわ た り,総 説,原 著,症 例報 告,臨 床 統 計,そ の ほ かで 和 文 また は 英文 とす

61

(1)総 説,原 著 論 文,臨 床 統 計,そ の ほ か の普 通論 文 の長 さ は,原 則 と して,刷 り上が り本文5頁(400字x

20枚),図(Fig.)10枚,表(Table)10枚 まで とす る.

(2)症 例 報 告 の長 さは,原 則 と して,刷 り上が り本 文3頁(mOO字xl2枚),図(Fig.)5枚,表(Table)3枚

まで とす る.

(3)和 文 原稿 はB5版400字 詰 原稿 用紙 横 書 き,楷 書,当 用 漢 字,現 代 か なつ か い,平 が な とし,清 書 す る.

年 号 は西暦 とす る,文 中欧 米 語 の固 有 名詞 は大 文字 で,普 通 名 詞 は 小文 字 で始 め(た だ し,文 節 の 始め に来

る場 合 は大 文 字),タ イ プで 明瞭 に 記載 す る.

ワー プ ロを 使 用 す る場 合 もB5版 原 稿 用紙 に1枚20×20字 とす る.

α)原 稿 の表 紙 に標 題,所 属 機 関 名,主 任 名(教 授,部 長,院 長,科 長,医 長 な ど),著 者 名 の順 に和 文 で記

載 す る.下 段 に筆 頭 者 名 と,2語 か らな るrunningtitleを 付 記す る.

例;山 田 。ほ か:前 立 腺 癌 ・PSAP

(ロ)英 文 抄 録:和 文 の表 紙,本 文 とは 別に 標 題 著 老 名,所 属機 関名,主 任 名,5語(英 文)以 内のKey

words,抄 録 本文 の順 にB5版 ダ ブル スペ ース で タイ プ し,別 にそ の 和訳 を つ け る.ワ ー プ ロ原稿 可.

④ 英 文 原稿 はA4版 原 稿 用紙 に ダ プル スペ ース で タイ ブ し,原 稿 の表 紙 に標 題,著 者 名,所 属機 関 名,主 任

名,Keywords(和 文に 準 ず),runningtitle(和 文 に準 ず)の 順 に タイ プ し,別 に 標 題 著 者 名,所 属 機

関名,主 任 名,抄 録 本 文 の順 に 記 した和 文 を 付記 す る.

(5)数 字 はす ぺ て算 用 数 字 を使 用 し,単 位 はm,cm,皿m,1,ml,kg,g,mg,μg,%,℃ な どとす る.

(6)和 文,英 文 原稿 を 問 わず 図,表,写 真 な どはそ れ ぞれ 台 紙 に貼 付 し,そ れ らに 対 す る説 明文 は別 紙 に一 括

してFig.1.…,Fig.2.…,Table1.…,Tablc2.… な ど と一 覧表 にす る.説 明文 は 英文 を 原 則 とす

る.原 稿 右欄 外 に挿 入 さるぺ き位 置 を 明示 す る.写 真 は トリ ミング し,図 ・表 は 誤 りの ない ことを 十分 確 認

の うえ,ト レー ス して紙 焼 した もの が望 ま しい(コ ピー不 可).様 式 につ い て は本 誌 の図 ・表を 参 照 す る.

写 真 は 明瞭 な ものに 限 り,必 要 な ら矢 印(直 接 写 真 に貼 付)な どを 入 れ,わ か りや す くす る.

⑦ 引用 文 献 は必 要 最 小 限に と どめ,引 用 箇所 を 本 文 の文 脈 順 に入 れ る(ア ル フ ァベ ッ ト順 不 可).そ の数 は

30ま で が望 ま しい.和 文 は 楷 書 で,欧 文(ワ ー プ ロ可)は ダ ブル スペ ー スで タイ プす る.

例:山 田1・3・7),田中 らS・11-1S)Vtよ る と…

雑 誌 の場 合一 著 者 名(全 員)=標 題.雑 誌 名 巻:最 初 頁 一最 終 頁,発 行 年

例1)FinneyRP,sharpeJRandsadlowskiRw:Finneyhingedpenileimplant=exper三encc

withloocases.Jurol124=205-207,1980

例2)竹 内秀 雄,上 田 眞,野 々村 光 生,飛 田収 一,大 石 賢二,東 義 人,岡 田裕 作,川 村 寿 一,吉 田

修=経 皮 的 腎砕 石 術(PNL)お よび 経 尿道 的 尿 管 砕石 術(TUL)に み られ る発 熱 につ い て.泌 尿

紀 要33=1357-1363,1987

単 行本 の場 合一 著 者 名(全 員):標 題 書 名,編 集 老 名,版 数,巻 数,引 用頁,発 行所,出 版地,発 行年

例3)RobertsonWG,KnowlesFandPeacockM:Urinarymucopolysaccharidcinhibitorsof

calciumoxalatecrystallization.In=UrolithiasisResearch.EditedbyFleischH,Robcrtson

WG,SmithLHandVahlensieckW.1sted.,pp.331-334,PlenumPress,London,1976
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例4)大 保亮一:腫 瘍病理学.ベ ッドサイ ド泌尿器科学,診 断 ・治療編,吉 田 修編・第1版 ・PP・259-

301,南 江堂,東 京,1986

(8)原 稿を返却しないのでコピーを手元に残し,オ リジナルを書留で送付する.

(原稿送付先)

〒606京 都市左京区聖護院山王町18

メタボ岡崎301号

泌尿器科紀要刊行会宛

(9)論 文の採否:論 文の採否は編集委員で決定し,連 絡する.

⑩ 論文の加筆証 ・髄 の蘇,編 集方針にしたが・て原稿の力嚥 削除・および一部分の書き直しを噸

いすることがある,ま た,編 集委員の責任において多少字句の訂正をすることがある.

(11)校 正は初校を著者による責任校正とし,再 校以降は編集部が行う.著 者複数の場合は校正責任者を投稿時

指定する.

働 投稿にあたっては,本 誌を十分参考にして体裁を守ること.

3.掲 載

(1)論 文 の掲載は採用順を原則とする,

迅速掲載には迅速掲載料を要する.5頁 以内は30,000円,6頁 以上は1頁 毎に10,000円 を加算したものを

申し受ける.

(2)掲 載料は1頁 につき和文は5,500円,英 文は6,500円,超 過頁は1頁 につき7,000円,写 真代.凸 版,ト1ノ

ース代,別 冊,送 料などは別に実費を申し受ける.

(3)薬 剤の効果,測 定試薬の成績,治 療器械の使用などに関する研究論文(治験論文)に ついては,掲 載料を別

途に申し受ける.

4.別 冊:実 費負担とし,著 者校正時に部数を指定する.

Information for Authors Submitting Papers in English 

 1. Manuscripts should be typed double-spaced with wide margins on 8.5 by 11 inch paper. The 

   text of all regular manuscripts should not exceed 12 typewritten pages, and that of a case 

   report 6 pages. The abstract should not exceed 250 words and should contain no abbreviations. 

 2. The first page should contain the title, full names and affiliations of the authors, the director's 

   name, key words (less than 5 words), and a running title consisting of the first author and two 

    words. 

       e.g.: Yamada,  et al: Prostatic cancer, PSAP 

 3. The list of references should include only those publications which are cited in the text. 

   References should not exceed 30 readily available citations. Reference should be in the form of 

   superscript numerals and should not be arranged alphabetically. 

  4. The title, the names and affiliations of the authors, the director's name, and an abstract 

   should be provided in Japanese. 

  5. For futher detalis refer to a recent journal.
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